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実験結果

読み推定結果（表１）
・アクセント型とモーラ数以外は、
効率的に予測可能

・アクセント型とモーラ数は、
正解率が高く、F値が低い

・学習データに存在しない単語や
低頻度語に対して、予測が困難

アクセント型推定結果（表２）
・GT：OpenJtalkから抽出した
形態素情報を入力した場合、F値は0.7程

・P：表１の結果を入力した場合、
F値が著しく低下

・ P+FT：学習率済みモデルを表１の入力で
再学習した場合、F値は僅かに改善

表１ 読み推定の予測結果

表２ アクセント型推定の予測結果
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予測内容 クラス数 F値 正解率

品詞タグ 14 0.914 0.977

品詞細分類１ 35 0.921 0.959

品詞細分類２ 13 0.933 0.977

品詞細分類３ 5 0.883 0.997

活用形 45 0.917 0.983

活用型 27 0.872 0.980

原型 26281 0.975 0.991

読み 23125 0.975 0.988

発音 24850 0.882 0.967

アクセント型と
モーラ数

205 0.417 0.895

アクセント結合規則 76 0.984 0.965

方法 F値 正解率

LSTM（GT） 0.703 0.911

LSTM（P） 0.524 0.821

LSTM（P+FT） 0.561 0.862
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まとめ
逐次音声合成のための逐次読み・アクセント推定の検討

読み推定において、アクセント型とモーラ数以外はある程度効率的に予測可能

アクセント型の予測において，学習済みモデルを読み推定結果で再学習することで、推定精度の改善を確認

日本語の音声合成
・形態素情報からアクセント句の検出とそのアクセント型推定が必要[1]

・後続テキストを含む文単位の入力を想定 [2]

逐次音声合成[3]
・文より短い単位で音声を合成するため、逐次に読みやアクセント型を推定

研究目的
・逐次音声合成のための逐次読みおよび品詞情報等・アクセント推定の検討

図1文単位の読み・アクセント型推定と逐次的な読み・アクセント型推定
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実験条件

データセット
・JNAS[4], JSUT[5], BTECを翻訳したコーパスを使用

・OpenJtalkを使用し形態素情報とアクセント型を抽出

・アクセント型が予測不可な形態素はwaitタグを付与

・学習データは258714文

・開発用データは1019文

・評価用データは431文

実験条件
・LSTMの隠れ層は、128

・損失関数は、クロスエントロピー損失

・最適化は、Adam

・学習率は、0.0001

・バッチサイズは、64

提案方法：多クラス分類として推定
読み推定モデル

1種類の入力埋め込み層（Embed.層）、
単方向LSTM、N種類の出力FF層（線形層）
入力：形態素単位の表層文字
出力：N個の形態素情報の分類結果

図２読み推定の単方向LSTM 図３アクセント型推定の単方向LSTM

アクセント句のアクセント型推定モデル

N+1種類の入力埋め込み層、
単方向LSTM、1種類の出力FF層
入力：形態素単位の表層文字とN個の形態素情報
出力：M種のアクセント型とwaitタグの分類結果

waitタグ：アクセント型予測のため次の入力を待つ
入力形態素：今日 は いい 天気 です
出力 ： wait 1        1         wait 1
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